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青森工業高校定時制生徒会 

   

新
入
生
の
み
な
さ
ん

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
入
学
式
か
ら

１
週
間
が
過
ぎ
、
本
格

的
に
授
業
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
学
校
に

は
な
れ
ま
し
た
か
？
青

森
工
業
高
校
定
時
制
は

先
生
も
生
徒
も
家
族
的

雰
囲
気
の
中
で
毎
日
楽

し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

４
年
間
と
い
う
学
校
生
活
は
長
く
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
勉
強
に
部
活
動
に
と
、
楽
し

く
実
り
多
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
本
校
定
時
制
が

創
立
七
十
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
る
年
で
す
。

６
月
に
は
大
き
な
式
典

も
控
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
力
で
学
校
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
生
徒

会
で
は
「
か
し
の
み
通

信
」
を
通
し
て
学
校
行

事
の
紹
介
や
皆
さ
ん
の

活
躍
を
取
り
上
げ
、
広

く
青
森
工
業
定
時
制
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

 

                

                 

                                  

                     

【
今
後
の
主
な
行
事
】 

４
／
１９ 

交
通
安
全
指
導 

４
／
２１ 

眼
科
検
診 

４
／
２５ 

歯
科
検
診 

４
／
２６ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

５
／
１１ 

春
季
地
区
大
会 

５
／
１７ 

内
科
検
診 

５
／
２２ 

開
校
記
念
日 

①工業技術科 長内幸広 先生  

②妻と子供３人（１人ずつ巣立ち２年前に末娘も・・超寂しい） 

③バレーボール部 

④これまではまった趣味は数知れず。そのうち紹介します。 

⑤何でもＯＫ  ⑥臨機応変その場その時で最善を尽くす 

⑦せっかち アリになりたいキリギリス 

⑧生徒の皆さんへというよりは、自分に向けて。夜はもちろんであるが 

  「昼の時間の使い方」が定時制生活を充実させるためのキーポイント 

  と思っている。工業技術あるいは趣味のスキルアップを目指すことが 

  自分のこれからの人生の充実につながると考えている。 

①教頭 山内 剛 先生  

②妻と二人  ③バスケットボール  ④ゴルフ  

⑤ラーメン  ⑥一期一会 

              ⑦気前がよく、誠実でありたいと心がけている 

⑧人は見た目で評判を得、言葉で信頼を得ます。 

   青森工業高校定時制の生徒は、何かちゃんとしているなと思われるよう 

  一日一日を過ごしてください。 

何
か
あ
っ
た
ら
学
校
へ 

７
３
７ - 

３
６
０
０ 

祝
・
入
学 

特
別
号 

①校長 前田 済 先生   

②妻、長女（社会人）、次女（社会人）、３女（大学生） ③水球 

④釣りに行きたい  ⑤カレーライス、ラーメン、ぎょうざ 

⑥まねものはまね（ダメなものはダメ） ⑦全力笑顔で頑張ろう 

⑧たった一度の人生だから、自分自身の人生だから、誰かのせいにしても 

  始まらない。失敗したっていい、上手くいかなくたっていい。 

目標をもって頑張ってみる。夢を持とう！ 

＜＜＜新任の先生方を紹介＞＞＞ 

Ｑ＆Ａ  ①氏名  ②家族  ③高校時代の部活動 

④趣味・特技  ⑤好きな食べ物  ⑥座右の銘 

⑦私の性格  ⑧生徒へ一言 

本校の校歌にうたわ 

れ、校章にいだかれて 

いる「かし」の木は素 

朴だが力強く、どこと 

なく偉大さを感じる木 

である。樫の葉を３枚組み合わせてある

のは知育・徳育・体育の３つを調和し、

間にある「実」が結実を意味する。 

樫は冬になっても葉が落ちず、じっと

寒風に耐えます。春の新芽が出るとき役

目を終え、静かに葉が落ちます。辛抱強

く耐え、頑張る姿が本校生徒のシンボル

になりました。 

  （記念誌蛍雪五十年より 一部加筆） 

第４回 ～「かし」をたずねて～ 

シリーズ 

螢雪七十年 

 


